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す松岡小学校に運ばれたペチュニアを囲んで

柴田さんのハウスの中で今

ゼントされました。

子どもたちと配色などを相談しながら、－足早く
かれん

手入れされた学校の花壇。咲きそろった可憐な花々

の周りには、蜜を吸いに集まった虫たちが飛び交い、

その向こう側には‘虫の動きにじ－つと見いる子ど

もたちのあどけない顔に出会えました。

「花を楽しんでもらえたら」と、柴田正雄さん

（高萩）のハウスいつぱいに咲き出したヒメコスモ

スの苗が各小・中学校や幼稚園などにプレゼント

されました。また、花壇苗の生産晨家などのみなさ

んで組織した高萩市花き振興対策協議会からもペチ

ュニアなどの苗が‘ 6つの小学校や福祉施設にブレ



任
三
の
植
物
学
へ
の
取
り
組
み
は
、
明
治
一

○
年
、
当
時
植
物
学
を
研
究
し
て
い
た
東
京
帝

国
大
学
教
授
だ
っ
た
矢
田
部
良
吉
と
の
出
会
い

と
、
同
大
学
植
物
園
に
奉
職
し
た
の
が
始
ま
り

で
す
。
鉄
道
の
な
い
時
代
に
矢
田
部
教
授
と
と

も
に
二
○
○
回
以
上
の
植
物
採
集
旅
行
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
旅
行
で
採
集
さ
れ
た
膨

大
な
数
の
植
物
は
、
教
授
と
し
て
多
忙
だ
っ
た

矢
田
部
教
授
の
指
示
を
受
け
な
が
ら
、
任
三
が

実
際
に
標
本
を
作
成
し
、
こ
れ
を
同
定
（
生
物

の
分
類
上
の
所
属
を
決
定
す
る
こ
と
）
し
て
標

本
室
に
納
め
て
い
き
ま
し
た
。

琴
学
問
と
し
て
の
植
物
学
を
確
立
す
る
蓼

当
時
の
植
物
名
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
薬

草
を
主
と
し
た
本
草
学
に
よ
っ
て
和
名
は
あ
っ

た
も
の
の
、
学
名
に
つ
い
て
は
外
国
人
の
手
に

よ
っ
て
命
名
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
だ
け
で
し
た
、

そ
の
た
め
、
任
三
は
外
国
の
文
献
や
本
草
学
の

書
物
を
手
掛
か
り
に
調
査
・
研
究
を
進
め
る
と

と
も
に
、
す
で
に
海
外
の
学
者
に
よ
っ
て
付
け

ら
れ
た
学
名
に
つ
い
て
は
、
そ
の
国
の
学
者
に

標
本
二
部
を
送
っ
て
確
認
の
後
に
一
部
を
返
送

し
て
も
ら
う
な
ど
、
地
道
な
作
業
を
続
け
な
が

ら
一
つ
一
つ
同
定
し
て
い
き
ま
し
た
。

め
い
い

こ
れ
ら
の
成
果
は
、
『
日
本
植
物
名
彙
』
と

し
て
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
日
本
人
の
手
に
よ
る
初
め
て
の
日
本
植
物

ー

じ
ん
ぞ
》
う

松
村
任

明治から大正にかけて模索を続ける日本植物学界の黎明期にあって、

世界に目を向けながら地道な研究や調査を重ね、数多くの業績とともに

日本の植物学の基礎をつくった松村任三。

市内下手綱出身の世界的に著名なこの植物学者が没して、今年は70年

目にあたります。

今月号では、この「松村任三』について紹介します。

郷
土
が
生
ん
だ
世
界
的
植
物
学
者

ー

ソメイヨシノのタイプ標本

［東京大学植物標本資料室蔵］

学名を付ける時のモデルとなったタ

イプ標本。任三が採集し作った標本の

一つで、学名には66Matsumura"の名

前があります（写真下)。

現在、東京大学植物標本資料室には、

約170万点の標本がありますが、明治

10年から同20年にかけての標本の多く

は、矢田部教授と松村任三によって採

集されたものといわれています。
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松村任三の歩んだ道
(1856-1928） （＊年齢は数え年）
安政3年(1856) 1月9日多賀郡下手綱村

（現在の高萩市下手綱）に生まれる。幼

名は辰太郎。
こうしんせい

Ⅱ15歳明治3年(1870） 貢進生として大学

南校（現東京大学）に入学。元服して名
を任蔵（後に任三）と改める。

21歳明治9年(1876) 開成学校となった

： 同校を退学。

〆22歳明治10年(1877） 東京帝国大学植物

園に奉職。エドワード､モースの助手と

して日本初の大森貝塚の発掘調査に参加。

25歳明治13年(1880） 小石川植物園植物

取調方になる。当分、東京帝国大学理学

部植物実験室に勤務。

28歳明治16年(1883） 東京帝国大学助教

の
総
覧
と
し
て
高
い
評
価
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
名
彙
で
こ
れ
ま
で
和
名
で
呼
び
慣
ら
わ

さ
れ
て
き
た
植
物
の
学
名
が
提
示
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
こ
う
し
て
日
本
植
物
に
つ
い
て
、
本
草

学
の
時
代
以
降
蓄
積
さ
れ
て
き
た
知
識
が
、
植

物
学
と
い
う
学
問
の
体
系
の
中
で
位
置
づ
け
ら

れ
、
活
用
が
は
か
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
（
『
日
本
植
物
研
究
の
歴
史
』
東
京
大
学

理
学
博
士
大
場
秀
章
教
授
編
東
京
大
学
出

版
会
）任

三
の
発
表
し
た
学
術
論
文
は
五
○
編
以
上
、

著
書
は
二
○
冊
以
上
に
及
ん
で
い
ま
す
。
著
書

で
は
、
前
出
の
『
日
本
植
物
名
彙
』
の
ほ
か
、

代
表
的
な
も
の
と
し
て
『
帝
国
植
物
名
鑑
』
や

『
新
撰
植
物
図
編
』
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

前
者
は
日
本
の
植
物
を
集
大
成
し
た
総
合
目
録

蓼
日
本
植
物
学
の
基
礎
を
作
る
写

で
、
明
治
三
七
年
か
ら
同
四
五
年
に
か
け
て
出

版
さ
れ
、
後
者
は
日
本
植
物
の
新
し
い
図
説
と

し
て
明
治
四
四
年
か
ら
大
正
一
○
年
ま
で
刊
行

さ
れ
ま
し
た
。
任
三
は
こ
れ
ら
の
著
書
を
と
お

し
て
、
世
界
の
植
物
学
界
に
日
本
の
植
物
を
紹

介
し
て
い
き
ま
し
た
。

任
三
は
日
本
植
物
学
界
の
黎
明
期
に
あ
っ
て
、

た
い
じ

世
界
と
日
本
の
植
物
学
を
対
時
し
な
が
ら
、
そ

し
ん
し

の
基
礎
づ
く
り
に
真
蟄
に
取
り
組
み
、
数
多
く

の
業
績
を
残
し
て
き
ま
し
た
。
後
に
任
三
の
教

え
を
受
け
て
『
新
日
本
植
物
図
鑑
一
を
著
し
た

牧
野
富
太
郎
は
、
植
物
名
に
「
マ
ッ
ム
ラ
」
の

学
名
を
付
し
て
そ
の
功
績
を
称
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
任
三
が
学
名
を
付
け
た
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

や
ワ
サ
ビ
、
ハ
マ
ギ
ク
な
ど
に
は
、
今
で
も
そ

の
名
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
村
は
、
日
本
の
植
物
学
の
流
れ
、
欧
米
の

植
物
学
界
の
状
況
の
中
で
、
自
ら
の
位
置
を
将

来
に
向
け
た
基
礎
作
り
に
あ
る
と
認
識
し
て
い

た
、
と
私
た
ち
は
考
え
て
い
る
。
（
前
掲
）

授になる。これまで魚閣窓の成果をまと
めて『植物採集及び乾脂法』を著す。

めいい

29歳明治17年(1884） 旧本植物名彙j、

『琉球植物説』を著す。

31歳明治19年(1886） ドイツのウルツベ

ルグ大学で植物生理学を、翌年にはハイ

デルベルグ大学に転学して植物分類学を

学ぶ。明治21年に帰国。

35歳明治23年(1890） 理科大学教授に就

任。

42歳明治30年(1897） 東京帝国大学附属

小石川植物園の初代園長となる。植物学

教場も小石川植物園に移る。

51歳明治39年(1906） スコットランドの

アバディーン王室大学創立400年式典に

東京帝国大学の代表として出席し、名誉

哲学博士の学位を贈られる。

57歳明治45年(1912） 『帝国植物名鑑顕

花部(後編)』、 『新撰植物図編』を著す。

65歳大正9年(1920） 勲一等瑞宝章を受

ける。

67歳大正11年(1922） 東京帝国大学教授

を辞任。東京帝国大学名誉教授の称号を

贈られる。

70歳かん古手14年(1925） 子孫のため自筆の
『観照先生寿碑」を建立する。

73歳昭和3年(1928)5月4日東京・本

郷の自宅で没。赤塚墓地（高萩市上手

綱）に埋葬。

I

～‘'

エ
ン
グ
ラ
ー
来
日
時
の
記
念
写
真

［
小
石
川
植
物
園
集
会
所
前
で
写
す
］

霞
志
到 琴 ＝

劇”’

言L

＃"
麟' {

ー

大正2年(1913)7月にベルリン大学教授で世界的植物分類学者

のエングラーが来日した時の記念写真。前列左から2人目が松

村任三、その隣がエングラー、後列左から3人目が牧野富太郎。

本ソメイヨシノやワサビの名づけ親

｢松村任三」を出版
’の業績を訪ねる視察研修会小石川植物園へ『松村任三』

生涯学習推進協議会な

どが主催して行ったこ

の研修会には、 43名が

参加。任三がその学名

を付けたソメイヨシノ

の並木などを見学しま

した｡

この本は、市内の

幼稚園や小・中学

校、高等学校、図

書館、歴史民俗資

料館などに備えて

ありますので、ご

活用ください。

縫蕊蕊；誇

’
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●月々の保険料は…

介護保険は
老後の安心を

●

父親＝約2,500円本人＝約1 ,700円

[会社も同額負担］

母親＝約2,500円 父親＝瀞

［年金から天引き］

みんなで支える

ー

鍵驚鵜

格の険
云三野導gl

(50歳） (55歳）

国
保
険
給
付

第
一
号
被
保
険
者
は
、
虚
弱
や
寝

ち

た
き
り
、
痴
ほ
う
な
ど
で
要
介
護
状

囮
保
険
者

制
度
を
運
営
す
る
保
険
者
は
、
市

で
す
。
国
や
県
、
医
療
保
険
者
、
年

金
保
険
者
が
重
層
的
に
支
え
あ
っ
て

い
き
ま
す
。

囮
被
保
険
者

被
保
険
者
は
、
第
一
号
被
保
険
者

（
六
五
歳
以
上
の
人
）
と
第
二
号
被

保
険
者
（
四
○
歳
以
上
六
五
歳
未
満

の
医
療
保
険
加
入
者
）
に
な
り
ま
す
。

〃
平
成
旧
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
名

長
い
間
、
人
々
が
望
ん
で
き
た
〃
長
生
き
″
が
夢
で
は
な
く
な
っ
た

今
、
介
護
の
問
題
が
老
後
の
最
大
の
不
安
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
問
題
解
決
策
と
し
て
登
場
し
た
『
介
護
保
険
法
』
が
、
昨
年
の
臨
時

国
会
で
成
立
し
、
平
成
脳
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。戒

介
護
保
険
法
は
、
介
護
保
険
制
度
の
骨
格
を
定
め
た
も
の
で
す
。
具

撚
的
な
基
準
な
ど
の
詳
し
い
内
容
は
、
今
後
、
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、
現
段
階
で
の
制
度
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

竜戸

囮
利
用
手
続
き

要
介
護
者
な
ど
や
そ
の
家
族
が
、

市
へ
保
険
給
付
の
申
請
を
す
る
と
、

市
の
職
員
な
ど
が
調
査
を
行
い
、
そ

の
調
査
結
果
と
か
か
り
つ
け
医
師
の

態
な
ど
に
あ
る
人
が
対
象
で
す
。

第
二
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、

初
老
期
痴
ほ
う
や
脳
血
管
障
害
な
ど

の
老
化
に
伴
っ
て
生
じ
た
要
介
護
状

態
な
ど
に
あ
る
場
合
に
限
っ
て
対
象

と
な
り
ま
す
。

被
保
険
者
が
、
保
険
給
付
の
対
象

と
な
る
要
介
護
状
態
な
ど
に
該
当
す

る
こ
と
の
確
認
（
要
介
護
認
定
な
ど
）

を
行
っ
た
う
え
で
、
在
宅
・
施
設
両

面
に
わ
た
り
、
多
様
な
福
祉
・
医
療

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
ま
す
。
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サービス

提供機関

◇
日
帰
り
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

◇
日
帰
り
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
デ
イ
ケ
ア
）

◇
短
期
入
所
生
活
介
護
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

◇
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
家
庭
訪
問

◇
訪
問
入
浴
、
訪
問
看
護
な
ど

ー

施設介護サービス

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

◇
老
人
保
健
施
設

◇
療
養
型
病
床
群
な
ど

ーザ

●推計によりこの家族の毎

月の介護関係出費は、 5万

●介護サービス計画作成

本人や家族がケアマネジャーと相談。作成費

は、全額保険から給付。自己負担はなし。

9,700円（保険料6,700円十

サービス利用費5万3,000

円）になりました。

意
見
書
に
よ
り
、
介
護
認
定
審
査
会

で
要
介
護
状
態
区
分
（
六
区
分
を
想

定
）
な
ど
の
審
査
判
定
が
さ
れ
、
該

当
す
れ
ば
、
市
で
要
介
護
認
定
な
ど

を
決
定
し
ま
す
。

要
介
護
な
ど
の
認
定
が
さ
れ
る
と
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
要
介
護
者
を
訪

問
し
、
本
人
や
家
族
の
参
画
も
得
な

が
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
本
人
の
承
諾
を

得
ま
す
。

ま
た
、
利
用
者
自
ら
が
介
護
サ
ー

ビ
ス
計
画
を
作
成
し
、
自
ら
選
択
し

た
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
や
、

直
接
、
施
設
に
利
用
申
し
込
み
を
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

囮
保
険
料

保
険
料
は
、
一
人
月
額
平
均
で
二

千
五
百
円
程
度
に
な
り
ま
す
。

囮
公
費
負
担

総
給
付
費
の
二
分
の
一

担
で
、
国
が
そ
の
二
分
の

と
市
が
そ
れ
ぞ
れ
四
分
の

し
ま
す
。

囮
利
用
者
の
負
担

費
用
の
一
割
で
す
。
施
設
利
用
の

場
合
の
食
費
は
、
利
用
者
負
担
に
な

り
ま
す
。

ー･

が
公
費
負

一
を
、
県

一
を
負
担

第
一
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、

所
得
段
階
別
（
五
段
階
）
の
定
額
保

険
料
と
な
り
、
低
所
得
者
の
負
担
軽

減
が
図
ら
れ
ま
す
。
こ
の
保
険
料
は
、

老
齢
・
退
職
年
金
か
ら
特
別
徴
収

（
天
引
き
）
し
ま
す
。
特
別
徴
収
が

困
難
な
人
に
つ
い
て
は
、
市
が
個
別

に
徴
収
し
ま
す
。

第
二
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、

事
業
主
ま
た
は
国
が
、
二
分
の
一
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

保
険
料
は
、
医
療
保
険
各
法
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
従
い
、
医
療
保
険
者
が

徴
収
し
ま
す
。

市
で
は
、
平
成
吃
年
度
に
ス
タ
ー

ト
す
る
介
護
保
険
制
度
に
備
え
て
、

四
月
に
『
介
護
保
険
準
備
室
」
を
新

設
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
準
備
室
で
は
、
『
高
萩

市
介
護
保
険
事
業
計
画
』
を
策
定
す

る
た
め
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
の
状

況
調
査
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の

調
査
は
、
調
査
票
を
各
家
庭
に
郵
送

し
、
そ
の
回
収
に
あ
た
っ
て
は
、
地

区
の
民
生
委
員
さ
ん
に
お
願
い
し
ま

す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

葱
凝
溌
謡
謹
溌
騎
籍
蕩

議
》
溌
謹
撰
蕊
蕊
鑪
蜜
儘

》
溌
謹
撰
蕊
蕊
鑪
蜜
儘
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高萩らしい個性豐かなまちづくりを目指して、

楽しい活動を続けていま

溌蹴
○

騨曹寵弘
…

熟

磯

夢 塾
鰯

蕊灘 転

灘

灘騨簿
｢新たな発見と出会い｣を

楽しんでいます。

塾長市川薫さん（春日町）

を
示
す
青
を
「
蒼
」
で
表
現
し
、
豊
か

な
自
然
の
中
で
ま
ち
づ
く
り
の
夢
を
語

る
意
味
を
込
め
て
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

設
立
当
初
二
五
人
だ
っ
た
塾
生
も
現

在
は
三
八
人
。
商
店
主
や
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
、
主
婦
な
ど
職
業
や
年
齢
を
超
え
て

楽
し
い
活
動
が
続
い
て
い
ま
す
。

「
高
萩
を
愛
す
る
者
た
ち
が
、
ま
ち

づ
く
り
の
夢
を
語
り
合
い
な
が
ら
理
想

を
持
ち
、
自
ら
考
え
自
ら
行
動
す
る
人

づ
く
り
」
を
目
指
し
て
平
成
六
年
一
○

月
に
設
立
さ
れ
た
夢
蒼
塾
。
そ
の
名
称

こ
れ
ま
で
は
、

や
ま
ち
ウ
ォ
ッ
チ

は
、

海
と
空
の
青
、
そ
し
て
木
々
の
緑

夢蒼塾の「夢」は高萩に対する期待、 「言」は新鮮な気持ちを
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

ン
グ
を
は
じ
め
、
一

表す深い胄色…そんな思いを基本に活動しています。 「まちづく

り」というと堅苦しく感じる方もいるかもしれませんが､我々の
9ば

モットーは楽しく活動すること。年齢や職業を超えて素B冑らしい

出会いを楽しんでいます。高萩の歴史や文化など身近なものの中

に、意外と気づかずにいたことに新たな発見があるはずです。

「新たな発見と出会い｣、そんなところからまちづくりを考えて

いきたいと思っています。

凝露蕊I『恥嫁篭漏蕊蕊、 詮､ぷ寂詠 新
し
い
ま
ち
の
姿
が
少
し
ず

め
て
い
ま
す
。

動
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
夢
を
語
り
合
う
中
で
、

度
か
ら
は
、
活
動
目
標
を
①

昨
年
か
ら
は
ホ
タ
ル
の
里
づ

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に

ち
づ
く
り
、
③
中
心
市
街
地
の
活
性
化

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
三
つ
に
絞
り
込

み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
は
塾
生

里
づ
く
り
、
②
市
民
意
識
の

ン
ジ
ボ
タ
ル
の
幼
虫
を
放
流

生
息
を
調
べ
て
い
ま
す
。
ま

の
希
望
で
所
属
し
、

の
里
づ
く
り
で
は
、
毎
年
花

品
、
４
群
》
》
〉
》
、
無
職
誤
錯
誤
“
ｊ
鍔
、
録

、需設

、
》
一
噸
“
一
群
鐸
“
《
《
』
準
や
》
》
》
一
巻
鐸
》
、
冷
叫
》
“
“
、
》
“
、
《
》
鐸
《
》
》
一
一
》
“
“

逆
》
》
職
ぷ
錫
ゞ
韮
麺
“

函
函
蕊
溌
甥
嘩
》

蕊
一
Ｆ
鐵
議
漁
一
、

》瀧
蝉

輿
準
一
》
癖

剰
》
雄
一

尽
一
》
玩
亜
霊
■

一
〉
鐸
ゞ
》
爵
ゞ
、
ゞ
、
鞠
（
、
》
料
蝿
靜
ゞ
、
、
一
職
沁
ゞ
》
ゞ
器
》
一
、
、
こ
《
器

旦篭讓騨騨蕊謡
2加鈎線2職惑I毎

よ
り
具
体
的
な
活

向
上
と
ま

く
り
に
も

た
、
昨
年

ホ
タ
ル
の

貫
川
に
ゲ

し
て
そ
の

つ
見
え
始

ホ
タ
ル､ー

ｌｌｌｌｌ

■

ゲンジボタルの観察会を開きます。 ’
■日時 6月13日(土)午後7時から。雨天時は翌日．

＊集合場所は、和野駐在所裏側の駐車場。

■会場花員ダム下の花員川。 ■参加費無料｡

■申込直接集合場所へ。

■その他小学生以下は父兄同伴。懐中電灯を持参。

■問合せ事務局(企画開発課盃23-2111内線272)まで。

ゲンジボタルの栂

■日時 6月13日(土)午後

＊集合場所は、和野駐
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不法投棄防止監視員 「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
バ
イ
ク
が
…

が

動
道も
路ま
事す
情
もご
整珈
&つ砿と

てα

Iい測
る区
こ僧

とu
か刺
らや
、庁

-中一活 だ
れ
が
、

れ
が
、

塁 や轄鼻、

二､: 乳 .識謹

,鴬塞溌､鐸:亨二
叱仁工二奄轄二

唱鵠ニ i n､､

‘ 零弾尹弗癖‘二
' #鹸噌謹淘

､ －，” j… 段

､､麹､鷺:"》“
ﾆﾉﾆ t、掌潰鐵識

髭患;
聖●､響篭“ 亀､輯

議常灘 ；
串二斑､配零呼壌暉

語溝驚， ､熱
期韓露常民群…[

,:;､ &鍍難鴬,

;;蕊籔蕊' ’

1ど
う
し
て
捨
て
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
」

平
成
七
年
か
ら
九
年
ま
で
の
監
視
員
に
よ
る
不
法

島
名
地
区
の
花
貰
川
河
川
敷
に
案
内
さ
れ

鰻
灘
瀬
弼
離
紳
《
勇
噌
織
諜
園
て
蕊
む
ら
に
捨
て
ら
れ
た
バ
イ
ク
を
見
る

３

「
こ
の
よ
う
な
バ
イ
ク
を
こ
こ
ま
で
運
ぶ
に

手
綱
が
一
九
件
、
上
手
綱
が
一
四
件
の
順
で
、
こ
の
線
＆
壬
は
車
し
か
な
い
で
す
よ
ね
。
だ
れ
が
、
ど
う

一
一
一
地
区
を
合
わ
せ
る
と
全
体
の
半
分
以
上
に
な
っ
て
内
唖
一
し
て
捨
て
て
い
く
の
で
し
ょ
う
ね
」

一
浄
澤
雪
信
津
鋤
匙
斗
認
可
唖
口
誕
“
馳
榊
葬
函
蝿
諏
喧
郷
、
課
巳
と
佐
藤
さ
ん
。
不
法
投
棄
監
視
員
制
度
が
っ

に
よ
っ
て
簡
単
に
廃
棄
物
を
不
法
投
棄
さ
れ
や
ま
い
一
正
離
可
垂
豆
丘
垂
口
泳
託
榊
睡
幽
評
遮
”
明
確
期
細
詐
霊
却
奉
鎚

恥
、
、
“
、
“
“
“
出
蕊
〉
》
、
鴬
準
、
、
拳
“
滝
馥
“
“
韻
“

環
境
が
あ
る
よ
う
に
患
わ
れ
ま
す
・

一
震
■
ロ
め
て
い
ま
す
。

謹

報
告
件
数
の
多
ぃ
島
名
地
区
で
、
不
法
投
棄
の
監
・
生
Ｆ

人
目
に
つ
き
に
く
く
、
幹
線

視
に
あ
た
っ
て
い
る
佐
藤
一
夫
さ
ん
に
監
視
区
域
を
Ｉ

道
路
か
ら
す
ぐ
に
入
っ
て
く
る

案
内
し
て
い
た
だ
ぎ
ま
し
た
。
。
｜
自
侭
一
識
・
・
鼠
．
，
，
↑
｜
フ
ー
Ｉ
ｈ
３

島
名
地
区
の
花
貰
川
河
川
敷
に
案
内
さ
れ

て
、
草
む
ら
に
捨
て
ら
れ
た
バ
イ
ク
を
見
る

ｌ
）

。

「
こ
の
よ
う
な
バ
イ
ク
を
こ
こ
ま
で
運
ぶ
に

は
車
し
か
な
い
で
す
よ
ね
。
だ
れ
が
、
ど
う

し
て
捨
て
て
い
く
の
で
し
ょ
う
ね
」

と
佐
藤
さ
ん
。
不
法
投
棄
監
視
員
制
度
が
つ

く
ら
れ
て
以
来
、
毎
月
定
期
的
に
受
け
持
ち

の
島
名
地
区
を
巡
回
し
て
、
報
告
書
を
ま
と

め
て
い
ま
す
。

鰯

人
目
に
つ
き
に
く
く
、
幹
線

道
路
か
ら
す
ぐ
に
入
っ
て
く
る

こ
と
が
で
き
る
こ
の
河
川
敷
周

辺
は
、
不
法
投
棄
の
多
い
場
所

だ
と
い
う
。

次
に
案
内
さ
れ
た
場
所
は
、

ご
み
の
集
積
所
。
ご
み
収
集
車

が
指
定
外
の
ご
み
と
し
て
回
収

し
な
か
っ
た
一
般
家
庭
ご
み
の

不法投棄防止監視員(敬称略）
監視対象地区 監視員 電話

本町‘春日町‘大和町安藤啓次23 3222

肥前町･東ﾎ町,有明町寺門庄二22-553O

高浜町 佐藤定昭23 3931

柴田 香22 5534
高萩

吉村 -23-1635

佐々 満22-4114
安良川

伊藤 實23 2905

柴田昌良22-3989
石滝

柴田豊吉23 2666

佐藤一夫22 4476

佐藤定昭 23 3931
柴田 香 22 5534

安良川

石滝

霊

池

趣

鉦

哩
碓

坐
岬

ー

坂本勝美 23 0272
「
ご
み
の
集
積
所
の

場
所
は
、
こ
の
よ
う

い
場
所
に
な
っ
て
し

と
佐
藤
さ
ん
。

そ
の
後
、
道
路
わ

車
や
空
き
地
に
散
乱

せ
ら
れ
て
、
不
法
投

い
て
い
る
と
、

「
毎
月
同
じ
よ
う
な

す
が
、
ど
こ
か
で
必

不
法
投
棄
さ
れ
た
ご

散
乱
す
る
場
所
に
、
タ
イ
ヤ
や
大
き
な
空
き

缶
な
ど
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
。

鈴木次男

神長光一

22-4715

22-4416
上手綱

齋藤 馨

篠原敏彦

３
５
８
５

２
７
２
４

２
５
９
２

０
６
１
１

３
３
３
３

２
２
２
２

ごみ集積所が不法投棄の場所に
下手綱

域
の
み

に
関
心

さ
せ
な

が
必
要

、
シ
」
、
一
」

返
っ
て

に
期
待

市
内

の
身
近

監
視
員

鈴木 守

大森啓三
高戸

場
所
を
巡
回
し
て
い
ま

ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど

み
に
出
会
い
ま
す
。
地

な
さ
ん
が
も
っ
と
ご
み

を
持
ち
、
不
法
投
棄
を

い
よ
う
な
環
境
づ
く
り

で
す
ね
」

れ
ま
で
の
活
動
を
振
り

、
地
域
ぐ
る
み
の
活
動

を
寄
せ
て
い
ま
す
。

各
地
で
は
、
み
な
さ
ん

な
と
こ
ろ
で
三
三
人
の

が
活
動
し
て
い
ま
す
。

き
に
捨
て
ら
れ
た
自
転

す
る
雑
多
な
ご
み
を
見

棄
の
多
さ
に
改
め
て
篤

管
理
が
行
き
届
か
な
い

に
不
法
投
棄
の
し
や
す

ま
い
ま
す
」

皆川

渡辺

皆川 仁介23-0560

渡辺 情23-0505

相川 武28 0916
野木都吉28-0634

介清
１

跡

垂

赤浜

若栗

鉢

鉢

鉢

一
言
垂
轆

横川

’
８
４

０
２

５
３

０
０

８
８

２
２

下君田
28-0218

垂

読

馴

副

罎
霞
匪
麺

５
０
９
７

５
０
２
２

４
５
７
９

０
０
０
０

８
８
８
８

２
２
２
２

田君
能

上
大

不法投棄防l卜監視員と
廃棄物の不法投棄を未然に防

れた「高萩市不法投棄防止監視

定数は19区域、 23地域を担当す

報、環境美化思想の向上のため

は…

止し、止し、 環境美化思想の向上を図る目的でつくら

員設置要項」に基づいて市長が委嘱するもので、

る33名です。その業務は、不法投棄の発見と通

の啓発活動などとなっています。

弓野重舂

菊地信夫

28 0934
中戸川

６
４

４
７

８
０

０
５

８
２

２
２

夫
男

信
政

地
代

菊
三福平
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》ト

ユ ；
声

《
い

■
寸
命

“

ゼ

ヨ
ー

i↓41癖
q七弾鐸

●
ｆ
■
Ⅱ
、
Ｉ

…

浮
資猿

嬬

皇迄 ～

け

篭
弗

N 詞 ．F鐸

蓬舞玲

園
織識

轌櫛師

竜

「
自
ら
考
え
自
ら
行
う
地
域
づ
く
り
」
事
業
、
い

わ
ゆ
る
一
億
円
事
業
は
、
「
地
方
が
知
恵
を
出
し
、

国
が
支
援
す
る
」
と
い
う
、
そ
れ
ま
で
と
は
違
っ
方

発
想
に
基
づ
い
て
「
ふ
る
さ
と
創
生
」
の
起
爆
剤
ル

し
て
創
設
さ
れ
た
事
業
で
す
。

こ
の
事
業
は
、
昭
和
六
三
年
度
か
ら
平
成
元
年
唐

に
か
け
て
、
地
域
づ
く
り
の
原
点
で
あ
る
全
国
の
市

町
村
を
対
象
に
実
施
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
は

住
民
の
知
恵
と
情
熱
を
結
集
し
て
、
自
分
た
ち
の
抽

域
に
必
要
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

高
萩
市
で
は
、
こ
の
一
億
円
の
使
い
方
に
つ
い
て

平
成
元
年
度
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
基
金
創
設
な
ど
ソ
フ
ト
事
業
に
関
す
る
出

の
が
一
九
件
、
施
設
の
建
設
な
ど
ハ
ー
ド
事
業
に
閨

す
る
も
の
が
四
四
件
、
合
計
六
三
件
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
民
団
体
の
代
表
者
な
ど
で
細

織
す
る
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
推
進
協
議
会
を
設
置
し

て
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
を
検
討
し
た
結
果
、

ハ
ー
ド
事
業
に
つ
い
て
は
、
別
枠
の
国
の
支
援
制
庶

（
後
に
松
岡
地
区
環
境
整
備
事
業
な
ど
で
活
用
）
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
一
億
円
を
基
本
財
産
と
し
て
基
今

を
創
設
し
、
そ
の
利
子
を
運
用
し
て
広
く
地
域
文
化

文
化
振
興
基
金
と
し
て

活
用
し
て
い
ま
す
。

の
振
興
を
図
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

麓
ー

霧
幅
葦
写

園
一
且

公
キ
ブ
か
》

紘
だ
》

森
”
し
必

一

具
体
的
に
は
「
文
化
振
興
基
金
』
を
設
置
し
、
そ

の
利
子
を
芸
術
文
化
の
振
興
に
関
す
る
事
業
を
は
じ

め
、
地
域
づ
く
り
事
業
や
地
域
間
交
流
、
国
際
交
流

事
業
な
ど
市
民
各
層
で
の
広
範
な
活
動
を
支
援
す
る

各
種
事
業
に
充
て
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
基
金
設
置

以
降
の
活
用
状
況
は
、
左
の
表
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

近
年
は
預
金
金
利
の
低
迷
に
よ
り
利
子
の
活
用
も

思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、

引
き
続
き
市
民
文
化
の
向
上
や
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く

り
へ
の
支
援
と
し
て
充
て
て
い
く
考
え
で
す
。

◇「文化振興基金』の活用状況◇

年度(平成） 事 業 内 容

高萩市国際交流協会補助金

3年度森林公園ブロンズ像設置

中央公民館20周年記念事業(講演会）

3年度

蝋(千円）

1,500

3,500

3,824

高萩市国際交流協会補助金

文化財補修事業（穂積家）

市長杯争奪軟式野球大会20周年記念事業(講演会）

1，500

4，754

1，500

企
画
開
発
課
内
線
２
７
２

4年度

5年度 文化財補修事業(高橋家の門・塀） 5,997

高萩市国際交流協会補助金

天然記念物補修事業(松岩寺の山桜、爺杉）

夢蒼塾(まちづくり塾)補助金

1，500

700

500

ー

6年度

7年度

8年度

夢蒼塾(まちづくり塾)補助金

夢蒼塾(まちづくり塾)補助金

500

500

9年度識鳶職:鐙蟹鷆の蝿図， ‘7‘
300

10年度震譽膳懸#譜助金 ヨ0,525 このｺｰﾅｰではみばさんのお便りをお待ちbています。
〒318-8511 本町1-100高萩市役所秘書課

S23-211 1内線252 Fax. 24-4653

／ 、

’ I

途@な企 …』

識瀦毎認識”ジ

ムーン･チャイルドコンサート0000,
入場料

0円（全席指定）

|入場券発売H5月17H(日) I

23 4,30日（木）午後6時30分開演

《プレイガイド》田所言店、仲屋害店、ヤマザキショップさかもと、
モンペリやおけん．上島名ねもと．せきね．川上かねこ（十王)、ピ

アノマート（磯原)、 日立市民会館、高萩市文化会館

8
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いつの日か目にした15世紀のイタリ

ア画家の絵に魅せられて以来、 ます

ます人物画を描くことが多くなったとい

う大崎さん。絵のモデルの大半は、娘さ

んです。

「娘に限っているのではないのですが、

時間の制約が無く、手っ取り早いのが娘

だったという訳です。結果的には、娘の

成長記録にもなりましたね」と微笑まれ

ました。数年前から絵の背景に風景が見

られるようになったのは、

「娘が写した湖や寺院、 まちの様子な

どの写真を見ながら旅先での話を聞いて

いるうちに、それらの風景が自然に絵の

テーマと結び付くようになりましたね｣。

また、 「子どもの絵は、楽しいですね。

生き生きとした可愛いい絵に触れると、

こんな風に描けたらいいなと、見とれて

しまいます」と話す大崎さんのアトリエ

は、いつのまにか絵画教室に変身。無邪

気な子どもたちも、創造的な美の追求に

新鮮な息吹をもたらしているようです。

瀞んなの藏麟繍論’
‘

免除の基準は

世帯全体の所得で判断

藤
騨
一器

篭
茨城県国民年金マスコットキャラクター

「ﾌｸちゃん」
塗

’長期化する不況の影響で、国民年金の免除申請も増

える傾向にあります。相談に来られる若い人の中には

「アルバイトだから」 「求職中だから」

大
崎

茨
城
県
美
術
展
覧
会
会
員

高
萩
美
術
協
会
会
員

×
免
除

き
く
江
さ
ん
（
春
日
町
）
・
油
絵
．

という理由で申請する人がいます。

でも、免除の判断は、世帯全体の所得や資産な

どを勘案して判断されますので、自分だけ所得が

無いという理由では免除に該当しません。

ただ、世帯主が失業または倒産などで著しく経済状

態が変化した場合などは、特別なこととして免除に該

当します。

免除は、単に保険料を納めなくてよいのではなく、

年金として受けとる場合、 3分の1が年金額として計

算されます。この3分の1の額は、国のお金から支出

されるため社会保険事務所の審査がありますので、免

除申請の理由は、具体的に記入することが大切です。

申請は、所得が変化するため、毎年、行ってください。

また、学生は、多額の学費や生活費などがかかるた

め、世帯員の所得がおおよそ800万円あっても承認さ

れます。

ー,

｢回想」

黒噂風
保険年金課窓23-2111内線232

ー

時間:午後2時30分から卜。お待ちしていますノ 言一三~～

り
＊
革
出
石
イ
デ
つ
ハ
員
集
染
郎
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ル
筋
書
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た
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ｊ
フ
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徳
角
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神
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崇
＊
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‐
１
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２
３
４
５
６
７
８
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冬
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肌
肌
Ｍ
恥
恥
肋
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恥

一
般
書
の
貸
し
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し
ラ
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キ
ン
グ
ｋ
ベ
ス
ト
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イ
ゴルデ

NO6『鉄道員

鰯
一

幽
欝
託

｢王様の耳はロバの耳」

｢チロの木大きくなあれ』

“

『おたまじゃくし」

｢かえる」 「コップ」

｢パッチリカメラ」

ーの世界』 ヨースタイン･ ’ 開館時間9:30~17:50

と蓋鰄印ル著＊日本放送出版協会 ’

くぜ! j室井滋著*マガ ｜
ウス 日月火水木全土

。 。 ・ ・ ・ 1 2

5③④⑤6 7 8 9
月|9:1;瑚馳
24⑮262728⑳30

31

（ぽつぼや)』浅田次郎

著＊集英社

NO7 『青に染まる死体勝浦温泉』西村

京太郎著＊文芸春秋

NO8 『神の吹かす風｣(上･下)シドニイ・

シェルダン著＊アカデミー出版

NO9 『御堂筋殺人事件』内田康夫著＊

徳間書店

NO10『崇徳伝説殺人事件」内田康夫著

＊角川春樹事務所

絵本『ぶた･たこ・とんぼj

紙芝居『こがれのいなたば」

パネルシアター

「ねずみの嫁入り』闇
．⑪2 3

g,1:&W
月21⑳2324
28⑳⑩

６
３
０
７

１
２
２

５
２
９
６

１
１
２

４
１
８
５

１
１
２

絵本『ぼくばあちゃんのこに

q/i0紙芝居｢しりとりごっこおにごっこ」
なってあげる』

（水） パネルシアター『月にのぼったうさぎ』l
l

●は休館日

Ｆ
画



騨必唾議霧蝶騨篭瀧

北野さんが、 4月から民間交通指導員に

委嘱されました。

民間交溺霧員の20人は､子どもたちの
登校時の立哨や交通安全教室、交通安全

キャンペーンへの参加など、警察署や各種

団体のみなさんとともに、交通安全の確保

のための活動にあたっています。

▼秋山小学校で開かれた新入生の親子交通

安全教室…4月14日(火）

無料の人権相談会

升市民課内線221
●とき5月22日(金)午前10時から

午後3時まで。

●会場市民センター。

●相談員市内の人権擁護委員と法

務局職員。

●内容人権侵害や金銭貸借、借地

借家、扶養・結婚・離婚問題な

一~~~~~~■

スポーツの結果

師

町内別ママさん

バレーボール大会

ど。

★とき 4月5日（日）

★会場市民体育館

★参加数12チーム

★結果

優勝高浜Aチーム

準優勝島名チーム

第3位手綱チーム

〃 下手綱チーム

松くい虫防除のため薬剤の地

上散布を行います

｜農林課内線454 ’
ｰ 森林は、木材を生産するほかに、

水資源を養うなど、私たちの生活に

はなくてはならない資源です。

しかし、松くい虫によって松が枯

れ松林が年々減少し、森林に悪い影

響を与えています。このため、松林

を松くい虫から守る薬剤の地上散布

を行います。

●期間B月上旬から7月上旬。

※期間を10日間程度あけて2回

散布。雨天や風速3メートル

以上の時は、行いません。

●時間午前4時からg時ごろまで。

●場所森林公園周辺と高戸地区の

民有林など。

●内容松の木に直接散布。

高義議蕊蕊麓謬萎員です新しい

露謬体育指

スポーツ

事への参加など、関儒団

体とともに活動していま

す。

任期は、 4月1日から

平成12年3月31日までで

す。

(敬称略）

特技

野外活動

柔道

サイクリング

スキー

水泳

体操

体操

レクリエーション

バレーボール

剣道

陸上

体操

野球

野球

レクリエーション

住所

下手綱

安良川

中村五郎

山口 猛

吉

同

古

回

萩

萩

大内喜代司

細金州子

町
浜
名
名
綱
綱
名
戸
名
戸
滝

明
手
手

有
赤
島
島
上
上
島
高
島
高
石

鈴木美子

野木桂子

スポーツ振興課

a23-1131

準

誇

一

麺

一

好

誼

敦

霊

詔
霊
一
鐘
橦
塗
割
悪

、‐

溌跡fl"の汲み取りの妹瀞

口
〔
一
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運
輸
省
と
そ
の
認
可
法
人
自
動
車
事
故
対
策

セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
９
年
度
版
『
自
動
車
安

全
情
報
』
を
公
表
し
ま
し
た
。
こ
の
小
冊
子
を

無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
す
る

人
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
の
小
冊
子
に
は
、
自
動
車
の
購
入
や
使
用

に
際
し
て
の
参
考
と
な
る
よ
う
に
、
次
の
内
容

が
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

①
市
販
の
国
産
、
輸
入
乗
用
車
の
エ
ア
バ
ッ
ク
、

サ
イ
ド
エ
ア
バ
ッ
ク
、
ア
ン
チ
ロ
ッ
ク
・
ブ

レ
ー
キ
・
シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｂ
Ｓ
）
、
チ
ャ
イ

顕
高
萩
市
の
イ
メ
ー
ジ
ガ
ー
ル

第
「
高
萩
小
町
兜
」
を
募
集
中

■
対
象
市
内
近
郊
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

旧
歳
以
上
の
独
身
の
女
性
で
、
高
萩
を
愛

す
る
人
。
た
だ
し
、
高
校
生
は
除
き
ま
す
。

■
募
集
人
員
２
人
。

■
活
動
７
月
１
日
か
ら
１
年
間
で
、
市
観
光

協
会
が
指
定
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
副
賞
海
外
旅
行
ま
た
は
、
川
万
円
相
当
の

旅
行
ク
ー
ポ
ン
券
。

■
応
募
方
法
５
月
剖
日
日
ま
で
に
履
歴
書
と

写
真
２
枚
（
全
身
と
半
身
）
を
添
え
、
郵

送
ま
た
は
持
参
。

■
選
考
日
６
月
Ｂ
日
出
午
後
４
時
か
ら
。

口
応
募
書
類
送
付
先
〒
３
１
Ｂ
‐
Ｏ
Ｏ
３
１

舂
日
町
１
１
冊
市
川
薫
さ
ん
盃
距
‐
２
０

２
２
、
舂
日
町
１
１
Ｍ
大
足
光
司
さ
ん

容
配
１
２
３
１
７

『
園
動
車
安
全
情
報
」
を

差
し
上
げ
ま
す

10

5月…17旧)、 24旧)、 31旧）

B月…1(月)、7旧)、 14(日)、 15(月）

＊花貫クリーンセンター恋22-4318



巳
阿
ｒ
凡

頑
固 1〕 ◆高萩市役所は､盆23-2111です。

－ 1青一マワワー

急

〃 則

”おしらせ

秋山。福平地区で地籍調

査を行います

F ビス運動」の推進月間です。役

所の窓口業務や道路、病院などの公

共施設に関する相談などを重点的に

＄
｡

受け付けています。
農林課内線452.453

●相談日毎月第2、第4木曜日c

午後1時から3時まで。 ＊相談 市では、昭和54年度から国土調査

委員の自宅でも常時受け付けて 法に基づいて、地籍調査を行ってい

います。 ますoこの調査は、一筆ごとの土地

●会場市役所内市民相談室。 について、所在や地番、地目、面積

●行政相談委員鈴木清さん（下手 所有者を明確にするために行うもの

綱1,993-4盃22-2095） です。
くい

また､境界の杭椣が打てない場
合は、プレート、鋲、マーク） も

犬･猫の引き取り業務の休止 この調査で確認します。
調査にあたっては、個人の所有地

生活環境課内線363
に立ち入ることになりますので、ご

茨城県動物指導センター
協力をお願いします。

盆0296-72-1200 ％
なお、詳細については、5月下旬

5月13日(水)の犬・猫の引き取り から6月上旬に、事業説明会を行い

業務は、休みになります。 ますので、 よろしくお願いします。

次の引き取り業務は、5月20日 ●10年度の地籍調査は、福平[I]

(水)からで、以後、毎週水曜日に第 地区で、対象になるのは、下の地

2庁舎（福祉事務所）の東側で行い 籍調査実施区域図の地区を予定し

ます。時間は、午前11時10分から11 ています。

時15分までです。 ◇大字福平の一部

◇大字秋山の一部

●杭の示す内容○黄色の杭…市道や農道、水路などの長狭物

○赤色の杭･ ･･個人の境界

○青色の杭･ ･･測量のため基準となる杭

秋山・福平地区 ※これらの杭を抜いたり他に移動したりする

〔地籍調査実施区域図〕 ことは、絶対にやめてください。

保育所(園)への入所について

計福祉事務所社会福祉係内線356卜

産前産後の休暇明けや育児休業明

けに職場への復帰をする人のために、

出産前や休暇・休業明け前から保育

所への入所を予約しておき、年度途

中から保育所へ入所できる制度があ

ります。

また、乳児保育（0歳児からの受

入れ）や障害をもったお子さんも保

育所に入所できる制度などの特別保

育事業もあります。保育所に入所し

た子についても、保育時間を延長し

て預かる保育所もありますので、子

育ての一助としてご利用ください。

今＋百同

‐

春の行政相談週間

憎熟蕊蕩……卜
5月17日（日）から23日(土)までの

一週間は、春の行政相談強調週間で

す。役所の仕事についての苦情や意

見、要望はありませんか。

行政相談委員は、役所の仕事や

JR， NTT，公庫、公団などが行っ

ている仕事についての要望や苦情を

みなさんから聞いて、中立で公平な

立場でみなさんと関係機関との間に

立って話し合いなどを行い、問題解

決のため助力する仕事をしています。

相談は無料で、秘密は厳守します。

, また、5月は『さわやか行政サー 。

秘書課内線252

●

ーノ
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シ
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の
安
全
装
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の
整
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状
況
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①
の
安
全
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③
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果
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２
５
５
口
茨
城
陸
運
支
局
窓
０
２
９

‐
２
４
７
‐
５
２
４
９
口
自
動
車
事
故
対
策

セ
ン
タ
ー
茨
城
支
所
盃
０
２
９
１
２
２
ｓ
‐

Ｏ
５
ｇ
ｌ

■
期
間
５
月
旧
日
㈹
か
ら
閉
日
㈲
ま
で
。
た

だ
し
、
土
・
日
曜
日
を
除
く
。
雨
天
中
止
。

■
会
場
オ
ー
ル
ド
・
ウ
エ
ス
ト
乗
馬
ク
ラ
ブ

（
北
茨
城
市
中
郷
町
日
棚
）
。
※
高
萩
イ

ン
タ
ー
線
沿
い
の
京
芝
園
反
対
側
の
市
道

を
北
茨
城
市
方
面
に
入
っ
た
と
こ
ろ
。

■
対
象
中
学
生
以
上
で
健
康
な
人
。

■
募
集
人
員
１
日
５
人
程
度
。
※
乗
馬
に
は
、

ズ
ボ
ン
と
運
動
靴
を
着
用
の
こ
と
．
乗
馬

用
の
馬
は
、
ポ
ニ
ー
１
頭
を
含
む
７
頭
。

■
申
込
事
前
に
電
話
で
申
し
込
む
こ
と
。
時

間
は
、
午
前
ｇ
時
か
ら
午
後
７
時
の
間
。

ロ
オ
ー
ル
ド
・
ウ
エ
ス
ト
乗
馬
ク
ラ
ブ
川
本
明

宏
さ
ん
恋
携
帯
Ｏ
Ｂ
Ｏ
ｌ
４
３
３
ｌ
２
５
７
４

無
料
体
験
乗
馬
を
行
い
ま
す

『
オ
ー
ル
ド
ウ
エ
ス
ト
乗
馬
ク
ラ
ブ
』

1I



性の参画状況などを調査、研究

するため、テーマ別研究や課題

研究、ボランテイア体験活動、

親善交流、ホームステイなどの

活動をします。

●対象日本国籍を有し、5年以上

県内に居住していて、4月1日

現在で満30歳以上55歳未満の女

性。また、帰国後、研修の成果

を生かし、地域において積極的

に活動できる女性。

●参加費約18万円（渡航費用の3

分の1)とその他の経費約7万円。

●募集期間5月B日(金)から29日

（金）まで。

●申込企画開発課にある応募書類

に記入し、 レポートと必要書類

を添付して同課に提出。

カメハメハ学園生徒の

ホームステイ

勤労青少年ホーム講座

「テニス教室」の参加者

｜勤労青…_‘｡霊7,” ト
●期間5月24日（日）からS月14日

（日）までの7日間（日・水・土

曜日)。

●会場高浜運動広場テニスコート。

●参加費 3,000円。

●募集人員30人。

●対象仕事を持つ独身の男女。

●申込方法参加費を添えて、直接、

勤労青少年ホームへ。

1
生涯学習課内高萩市国際交流協会

事務局丑23-1131

今年もカメハメハ学園の生徒たち

が、来市します。高萩市国際交流協

会では、 この生徒たちのホームステ

イを受け入れる家庭（ホストファミ

リー）を募集しています。

●期間5月29日(金)からS月3日

（水）の5泊6日。

●募集家庭数約20家庭。

●申込5月20日(水)までに事務局

ヅ、o

●その他ホームステイは、無料で

お願いします。平日は、全体行

事がありますので、生徒たちの

昼食はいりません。

保留地を分譲します
ー′

升 区画整理課内線432 卜
町西側土地区画整理事業地内の保

留地1区画を分譲します。

●所在本町3丁目 （14街区12番画

地)｡※申し込み多数の時は抽選。

●面積259.07㎡（約78坪)。

●金額96,300円／㎡。

（約318,350円／坪)。

●申込期間5月18日(月)から29日

（金）まで。※士． 日曜日は除く。

●申込要件市内に居住または勤務

し、住宅などの建築計画のある人。

16ミリ映写機操作認定証取得

の講習会

－

ホストファミリーのための

英会話教室

’
図書館内視聴覚ライライ三三 フラリー

丑23-7174

●1回目5月19日(火)午後6時30

分から。

●2回目未定。※ホストファミリ

ー説明会の後。

●会場2回とも中央公民館。

●対象希望するホストファミリー。

●内容ホームステイのための簡単

●とき5月31日（日）午前B時30分

から午後5時まで。

●会場図書館の2階会議室。

●対象子ども会指導者や教育関係

者、その他高校生以上。

●講師県視聴覚教育指導員

田中鑛一郎先生。

●受講料 1,200円（テキスト代や

昼食代、写真代)。

●定員 15人（先着順)。

●申込受講料を添えて5月26日

（火）までに、視聴覚ライブラリ

公園

露陸橋
L＝

:，

ATION INFORMATION FORMATION|1NJ,ORMATION

郵
便
局
で
は
、
体
の
不
自
由
な
人
へ
三
目
い

烏
葉
書
（
即
円
の
官
製
は
が
き
）
」
を
無
料
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
重
度
の
身
体
障
害
者
（
１
級
ま
た
は

２
級
）
の
み
な
さ
ん
。

■
配
布
締
切
り
６
月
１
日
㈲
。

■
配
布
数
１
人
に
つ
き
印
枚
。

■
申
込
方
法
整
理
票
に
記
入
し
、
身
体
障
害

者
手
帳
を
ご
持
参
の
う
え
、
最
寄
り
の
郵

便
局
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
本
人
が
直

接
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、

■
と
き
５
月
劃
日
日
正
午
開
演
。

■
会
場
文
化
会
館
。

■
入
場
料
無
料
。

■
出
演
若
狭
流
、
舞
の
会
、
水
真
流
吟
剣
詩

舞
道
、
お
は
や
し
太
鼓
連
。

口
貴
扇
会
福
田
せ
い
子
さ
ん

盆
岨
‐
４
６
５
３

測
周
年
記
念

↑
扇
流
舞
踊
発
表
会

郵
便
局
で

滋
舅
吉
い
烏
葉
書
』
を
無
料
配
布
中

ま
す
。

(赤浜)を一日郵便局長に迎えて

記念式典を開催し、さらに来局

したみなさんに感謝の言葉を添

えて鉢植えの花を贈りました。 12



'診

論“
●貸付利率年2.6パーセント。

親子健康体操教室 ●償還期限10年以内（うち2年据
え置き)｡

|讓庶蕊興課篝蝋｜・償還方法元利均等ﾛ賦重たば￥年賦償還。

●ときB月B日(月)から12日(金） ●保証人連帯保証人2人。

の5日間。午前g時30分から11 ●締切り S月30日(火)まで。

時30分まで。

●会場市民体育館。

●対象満3歳から5歳の子と親。 高齢者住宅整備資金貨付制度
●募集人員30組60人。定員を超え

２１３５５１

◆高萩市役所は､壷23-2111です。

第11回高萩市中・高生ボラン

ティアスクールの実行委員

Bl社会福祉協議会
訓 内線354または盆23-8841

第11回高萩市中。高生ボランティ

アスクールをB月に開きます。あな

たもその実行委員として参加しませ

んか。

●開催日 B月5日(水)から7日（金）

の2泊3日。

●実行委員会の開催日6月中旬か

ら7月下旬の毎週一回。

●会場市民センター。

●募集人員市内に居住または通学

している高校生20人。

会福祉協議会

内線354または盆23-8841

計福祉事務所高齢福祉係内線355卜●参加費 2,000Rcた場合は抽選。 |
ー

●締切り 5月29日(金)までに電話

でどうぞ。

60歳以上の高齢者と同居している

人やこれから同居しようとする人で、

高齢者の専用居室などを、増築や改

築、改造するために必要な資金を貸

し付けます。

なお、この制度は、国民年金と厚

生年金の積立金還元融資によるもの

です。

●貸付限度額 2,264,000円。

●貸付利率年2.6パーセント。

●償還期限 10年以内。

●償還方法元利均等月賦償還。

●保証人連帯保証人2人。

●締切り B月30日(火)まで。

●参加費 1,000円（スポーツ傷害

保険料を含む)。

●申込参加費を添えて5月12日

（火）から22日(金)までに市民体

育館へ。ただし、 日。月曜日は

除く。

｢ハーモニーフライトいば
らき'98」の参加者

企画開発課内線272 ‘ハ
県福祉部女性青少年課．

盆029-221-8111内線2746

●期間g月23日(水)から10月4日

（日）までの121三I間。

●訪問国イギリス、 フィンランド、

フランス。

●募集人員27人。

ノ

障害者住宅整備資金貸付制度

1福祉事務所援護係内線353 呂
障害者（身体障害者手帳1級から

4級まで。また療育手帳の④｡A)

あるいは、その障害者と同居する世

帯に障害者の専用居室などを、増築

●活動内容地域や社会における女

●麓舟駕§ために必要な資金 綱 S●

－・市町村合併を考える団体に助成・----
県では、地域の将来を考え市町村合併推進事業に取り組む団

体へ助成する 「新しい地域づくり推進活動費補助金」の制度

（補助率2分の1以内、補助限度額1団体200万円まで）を設

け、その希望団体を募集しています。締切りは、 6月1日(月）

ー

山
曽識週||撚撚 ’
珠社会福祉協議会へ

。大部浩志さん（中戸川）

・創建葬儀社（高浜町）

・佐川健一さん（大能）

・今川正則さん（有明町）

・奥田英夫さん（肥前町）

・日立ペット霊園（石滝）

500,000円

15,000円

50,000円

100,000円

1,000,000円

11,201円

です。詳しくは、茨城県県北地方総合事務所盆029-225-13

マウンテンバイクコース
がオーブン／

常陸太田市
テ
ン
バ
イ
ク
コ
ー
ス
が
、
４
月
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

▼
時
間
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
。

▼
休
業
日
毎
週
月
曜
日
。
そ
の
日
が

国
民
の
休
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日

▼
使
用
料
金
（
１
日
料
金
。
市
外
料
金
）

※
団
体
・
・
・
Ⅷ
人
以
上
。
中
学
生
以
下
無

料
。
貸
し
切
り
…
事
前
協
議
が
必
要
。

口
申
込
先
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ

ー
狂
０
２
９
４
１
万
ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｏ

口
問
合
先
常
陸
太
田
市
農
政
課
農
政

係
壷
Ｏ
２
ｇ
４
ｌ
泥
１
３
１
１
１

鈴高萩小学校へ

。同小学校第51回卒業児童。保護者…掲示板l基

諜松岡幼稚園へ

． |司幼稚園父母と先生の会…指人形1セット、二

輪スクーター5台、デルタスクーター3台

罪高萩市へ

。後谷地区土地改良清算委員会 1, 118,000円

｜
貸
し
切
り
６
３
，
０
０
０
円

年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
と
き
わ
路

丘
陵
地
を
ぬ
っ
て
走
る
マ
ウ
ン

鈴図書館へ本寄贈

・田口ハツ子さん

・鈴木文子さん

(本町）

(大和町） L

13

団
体
（
１
人
）
４
２
０
円

個
人
（
１
人
）
５
２
０
円
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、

総議で空き缶などを回収
交通安全協会と警察署員が

国道沿いを清掃

れ
い
に
…

ま
ち
を
き

毎
年
恒
例
の
こ
の
清
掃
に
は
、
同
支
部
の

や
す
ま
さ

有
害
鳥
獣
駆
除
隊
隊
長
佐
川
安
應
さ
ん
ら
約

4月2日嗣

国
道
６
号
沿
い
の
花
貫
三
叉
路
で

行
わ
れ
た
こ
の
作
業
に
は
、
約
別
人

が
参
加
。
当
日
は
小
雨
が
降
る
肌
寒

い
天
候
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
制

服
姿
で
参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
空
き

缶
や
ご
み
な
ど
を
一
つ
ず
つ
て
い
ね

い
に
回
収
し
、
約
１
時
間
の
作
業
で

見
違
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に
な
り
ま

し
た
。

澁
舞
韓
魂
韓
禦
豊
護
韓
蕊
詫
孟
品
撰
騨
対
誘
酔
淨
轆
崇
侭
轌
舗
蒋
騨
弾
頭
津
噌
謹
叢
馥
辞
噌
韓
鐸
騨
串
馳
淵
、
喪
鴬
鎚
躍
洋
嬉
牛
津
環
鋸
や
蚤
洋
、
“
衝
釦
“
蛭
帯
営
や
蕊
Ｈ
”
鯉
韓
顎
韓
雷
韓

ー

ー

クスー＊
■
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’
ら の 蕊醗簿蕊蕊鞠…輝鍵

市内の小・中学校で入学式 4月7日(火

今
年
入
学
式
を
迎
え
た
の
は
、
小
学
校
が

３
４
７
人
、
中
学
校
が
４
８
８
人
の
み
な
さ

ん
で
す
。
松
岡
小
学
校
の
入
学
式
は
、
在
校

児
童
と
新
入
学
児
童
が
対
面
す
る
形
で
行
わ

れ
、
「
み
な
さ
ん
の
入
学
を
待
っ
て
い
ま
し

た
。
小
学
校
に
は
楽
し
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い

あ
り
ま
す
」
と
、
在
校
児
童
の
代
表
か
ら
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

交還＝故相談

5//19(火)午前10時～午後3時／市民相談

室口生活環境課内線362 …
…

行政相談

5／14(木)と21(木)午後1～3時／市民相

談室／鈴木清相談委員盆22-2095口秘耆課

内線252

謡
蕊
ｆ
稗
騨
叩
時
坪
孫
峰
捧
畢
醇
貼
畢
韓
Ⅱ
群
誤
蒋
瑠
嘩
幹
謂
黒
蝿
蝿
韓
碍
騨
難
語
蝸
蝿
轟
龍

§補装畢の巡回*目談

5／29(金)午前9～12時//高萩市民セン

ター口福祉事務所内線353
ミ

鴬
甥
鴬
錨
蕊
鷲
野
鷺
驚

年霊相識午前10時～午錘3時

常陽銀行高萩支店窓222160…6／12（金）

茨城ひたち農業協同組合高萩地区支店

狂23-3617平日午前9時～午後4時

精神保健相談《予約制〕

5／27， 6／3 ． 10 ． 17の水曜日午後1～

2時口日立保健所盆0294-224188

一､一ノ

ニー、

蕊議篝穰議綴蕊溌繍鱒撫&蝦織繍
たんしよう

丹生神社のささら舞い
蓋
劉
瑚
鯏
剥
製
劉
鎖
騨
蕊
講
驚
溺
爵
慧
綴
患
職
蕊
欝
霞
篭
爵
蕊
爵
欝
騨
驚
篭
鑿
蕊
驚
蕊
蕊
議
鴬
菩
蕊
鑿
瀞
響
溌
鵜
難
騨
蕊
蕊
蕊
羅
鐵
舞
鴬
難
蕊
溌
鵠
翰
蕊
蕊
蕊
嬢
嫌
総
欝
溌
鱒
懸
瞬
臘
畷
縢
臘
麟
瞬
剃
制
劉
謝
澗
剥
澗
凝
鬮
調
翻
難
溌
擢
蕊
騨
蕊
禦
蕊
騨
蝉
騨
溌
認
溌
癖
纐
擬
態
篭
鍵
篭
溺
嶺
蕊
蕊
蕊
蕊
議
騨
鎖
蕊
野
準
篭
斑
露

五
穀
豊
穣
を
願
っ
て
棒
の
先
に
据
え
ら
れ

た
３
匹
の
獅
子
が
笛
と
太
鼓
に
合
わ
せ
て
踊

る
棒
さ
さ
ら
。
江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統
芸

能
で
、
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
例
祭
の
こ
の
日
、
家
族
連
れ
な

ど
で
に
ぎ
わ
う
中
、
神
社
の
境
内
で
は
華
麗

な
さ
さ
ら
舞
い
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

’ ‘。ら

お気軽にご利用ください

市民サービスコーナー
知

毎週水曜日は、

市民課の窓□が

午
頭預丙蓉1

＊祝祭日は休み
し住民票の交付

し戸籍膳（抄）本の交付

し印鑑登録と印鑑証明書の交付

●市民課内線221●

篝鎌蕊蕊褒蕊議鐘遠勤潜溌謹瀧転溌呼がが購騒
松丘高等学校の生徒が交通安全街頭キャンペーン 4月8日(ｵ<）

､‐

こ
の
活
動
に
は
、
松
丘
高
等
学
校
の
運
動

部
所
属
の
生
徒
な
ど
約
仙
人
が
参
加
。
警
察

署
前
の
国
道
６
号
沿
い
に
並
び
、
通
過
す
る

車
に
一
声
か
け
な
が
ら
交
通
安
全
の
マ
ス

コ
ッ
ト
『
ス
ト
ッ
プ
く
ん
」
の
小
さ
な
ぬ
い

ぐ
る
み
と
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ

を
配
布
し
ま
し
た
。

周團用胴： "…量て…．
■■■■■■■■■■■■■■■■

■

「自分は学者としても、人間としても、恥

ずかしくない人生を送りたい」 と、口癖のよ

うに話していた『松村任三』。その言葉どおり

の生き方は、今日の私たちに多くのことを語

りかけてきます。植物学者としてだけでなく、

晩年には言語学や仏教研究など専門外の学問

にも熱心に取り組んだ姿に接するとき、生涯

学習の先人としての姿が見えてきます。 （茂）

友こ人の新築祝いに伺い、家の中を拝見。室

内や廊下の至る所に設けられた収納庫や棚。

レンジ周りの壁やタイルも油汚れに強いなど、

細部に渡る手の入れように感心。 「家を造る

時は、早目に情報を集めて見て回ることが大

事。これでも完全じゃないわ…」と、新居建

築を志す別の友人へアドバイス。暹しくなっ

た友人に感心してしまいました。 ヒロ

贈
認
鴎
騨
騨
離

「J■－ま
、

ちの情報をお寄せください－．
●市役所秘書課広報広聴係●

823-2111内線252FAx24-4653

恋23-1151, 1152
冠

轟
鞘
韓
等
曇
縛
蒋
蜂
揮
宰
翫
騨
騨
溌
鍵
露
坤
騨
蹄
衆
距
離
聾
韓
累
輯
露

（ "24-Qo'9IⅢJ一J…
侭
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蕊

＃

1L
軒班寺

見晴らし坂
一一…一一‐…‐… …

蕊葦
4V

二

ユ
Ｆ

Ⅲ

I:

選躍罎傷等の情報提供についての

寛書を結ぶ 3月30日（月）

高萩郵便局、若栗郵便局と市で結ん

だこの覚書は、郵便局の外務職員が業

務中に収集した道路や橋などの損傷に

ついて市に連絡し、市ではすみやかに

その措置を行うものです。毎日、市内

全域で業務される外務職員のみなさん

の情報が期待されます。

の
色
合
い
を
見
せ
て

に
溶
け
込
む
街
路
樹

画道路3 ． 4 6号東本町高萩線。その名

のとおり、この坂からは市街地を越えて

太平洋の海原までつながるパノラマ風の

景観を望むことができます。

両側に広い歩道を持つこの道路は、朝

夕の散歩には絶好のコース。ちょっとき

つそうな坂ですが、 日ごろの運動不足を

解消するには‘ちょうどいい傾斜でもあ

ります。整然と並ぶ街路樹のクスノキは

四季折々の色合いを見せて、景観の中に

溶け込んで行きます。この季節、新緑の

中に新芽の朱色の葉を漂わせて、新しい

季節の訪れを感じさせてくれます。

一苧｡ヨ…

金

､ Fー■＝一一一一 -

第6分団(秋山中地区ー

聾

| | | | |川| | |6月の日曜当番医です｡(時間 | l l l l l l l l l l)午前9時～午後4時

石医院(東本町）

滝川医院(春日町）

十王医院(十王町）

１
０

７
１

１
３

３
３

２
２

恋
恋

冠32-3266

人
の
動
き

/4月1日現在／

●人口

号．
●世帯数

206人（-50）

360人（-14） 且② 17,846人（-36）
700世帯（＋22） ＊ （ ）は前月比

35

17

11

篝名案集会所が完成

島名地区にある花貫川河川敷に島名

東集会所が完成。建物は平屋造りで建

築面積は108.71㎡、内部には日本間と

洋間の二つの部屋があります。これか

らは、常会や自治会などが行う地域コ

ミュニティ活動の拠点として利用され

るものと期待されています。

⑳

市
叩
巳
熈
室
忠
垂
早

自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう。

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう。

礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちをつくりましょう。

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう。

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう。

１
１
１
１
１

一

目
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我 16認,嘩噌駿辨騨鴬 計

7日

14日

21日｜松岡ｸﾘﾆｯｸ(下手綱）

28日高脈れいり締(上手綱）
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窓24-077


